
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
予
定
地
の

■
発
工
事

が
始

ま
り
ま
し
た

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
建

設

予

定

地

に
開

発

許

可

が
下
り

て
、
八

月

一

日

か
ら
開

発

工

事

が
始

ま

り
ま
し
た

。

こ
の
工
事

は
ホ
ー
ム
を
建

て
る
た
め
の
土

地

の
造

威

工
事

で
、
日
「

壁

を
作

り
、
土

地

を
埋

め
立

て
、
周

囲
に
フ
ェ
ン
ス
を
張
り
、
排

水

路

を
作

り
ま
す
。
十

二
月

末

に
は
完

成
と
の
事

で
す
。
少

し
ず
つ
ホ
ー
ム

が
近

づ
い
て
来

る
感

じ
で
、
ヮ
ク
ヮ
ク
し
み
じ
み
し
ま
す
が
完

成

し
入

居

ま

で
に
は
ま
だ
気

が
遠

く
な
る
ほ
ど
の
道

の
り
が
あ
り
ま
す
。

な
ん
と
い
っ
て
も
国

の
補

助

金

の
対
象

に
な
る
か
ど
う
か
が
と
て
も
大

き
な
ハ
ー
ド
ル
で
す
が
、
同
様

に
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
が
出

現
し
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
資

材

の
高

騰

と
不
足

で
す
。
原

因

は
コ
ロ
ナ
禍
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻

、
円
安
と
言

わ
れ

て
い
ま
す
が
ど
れ
も
簡

単

に

終

わ
る
こ
と
で
は
全

く
な
く
て
品

不
足

と
物

価

の
高
騰

で
、
建

築

費

が
何
割

も
上

が
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

果

た
し
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
建

設

で
き
る
の
か
と
言

っ
た
危
機

的

状

況

で
す
。

い
つ
も
ご
支

援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
更

な
る
資

金

の
ご
協

力

よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

ま
だ
先

の
こ
と
で
す
が
‥

・

ロ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
働

い
て
み
よ
う
と
思

わ
れ
る
方

が
見

え
た
ら

ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ｃ
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令和 4年度 岐阜市市民生活支援事業 採択亭集

「通学・通勤支援を考える会」オープンカフエ&公開学習会

日■ 11月 0日 (日 )午●10時率～午●3"
会場 崚皐市民■社■日Hレウー ‐ 中會■菫 《崚皐市●遍卜0
自喜

★螢

…

午前 10時半～12時

テーマ『移鵬田菫書への■学や通鶴支饉のな味合い(仮 )」

口

"日
本菫●さん

DPl日本会日常任理事(雇用労●

“

全担当)

自立生活センター CILふちゅうに勤務

★● 2日興Lκばらんもォ‐プンカフコl午後 1時～3時

内害 午前中の公開学冒会口
"、

日本さんを目んで行います。

●加申し込み

氏名、住所、通幡先、所属、アドレスをご記入の上、つつかいぼう、ビー
・カンパニーまでお願いしま

す。っっかいぼうHPでもご案内します。綸め切りは 10月 10曰く日)まで。

Z00Mによる開催も検討中ですのでご希望の方はお知らせください。

「障がい児者の最学。■動支援を考える会」はつっかいぼうも構成メン
バーです。昨年は崚阜市と

その周辺の特別支援学校や特別支援学aにこう方を対象に■学の様子や目題点を尋ねるア
ンケ

ートを行いました。この通信の 3～6ベージまでが簡単にまとめたものの
一部です。様々な課口と対

応のあ晏性が澤かび上がります。しかし単なる送迎や介饉と言った支援重
があればいいという事で

はなく,子供たちが地城を離れて選くの学校に1時間近くかかつて■わな
ければならないおかしき、

二本的に通学(■mも)に利用できるサービスがなく拿法によつて支えら
れている事などにしつかり目

を向けていかないといけないと思います。学口会では、アンケ
ートの

“

暴報告とわずかではありま

すが●地で取り組まれている0例の

“

介を行いました.

令和4年度も崚阜市の市民活鶴支援事象に採択されました。 3月 21日
には第1回『ぎつくばら

ん、オープンカフエ」を開き、アンケート

“

彙も露■に、いろいろ出された「通学のロリごと」を少しても

改●できるようにと、■見交議をしました。

「■学」をキーワードに思いつく事、いつばい話しませんか。日■点、解決
の糸口を一綸に保しま

しょう。ご●加.お持ちしています。

※「障がい児者の■学のようす」の諄しいアンケート精果を希望される方はご凛綺ください。

データ等でお送りします。

，

一
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岐阜市市民活動支援事凛採択事織○

事業名 :障がしヽ児者の移動支援の充実をめざして

載阜市近辺でOr障がい児者の通学のようす」
ア ン ケ ー ト0報 告 ●健蒔 貯 ψ■月実勘

1.アンケートの理布繊と回収撤

34,6

2.通学の方法 (全体集計)

轟 学 方 法 別 集 計

通学方法で;よ、もっとも自

象用車が多く、機いてス

クールバス、徒歩、公共交

通機関となっている。

′/〆 ノ/ノ 〆
3.通学方法を「特別支援学餞」と「特麗支援学校 1尉にみてみる。

特別支援学級 特別室鋼学横

田●・  勢

”■
■
Ｅ
■

・■
■”■

疇Ｅ
■
■
■
■
′

籍
一

一

響

”

”
”

一
“

．

"
●

■

■

●

0

歯

顧

籟

一

“

“

お

．
l l

ノ〆び
が
，ノ
〆ノ

´
〆
‐〓Ｊ
¨

ノダ

●

ル
■
■

二
■
■
■
■
■

が
‐鳳 1■  ‐ |

′ノ:〆ノデイダダ

支援学級では徒歩と自家用率での通学、支援学絞では国家用車からスクール

バスその他通学方法が多様になっています。 (学校までの距離の違い)
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4.通学に要する時間

特用支援学ほ

`姜
です  不要です  {空白〕
撃中学生(特菫菫橿学級)

日小学生(贅驚支糧学a)

金        ‐ ^I I:

特別支援学校

■ 15分以内

●30分以内

藝45分以内
備1時間以内

● 1晴関以上

特別支援学校

●要です 不要です  {童自)
●小学

“

 ●中等
“

 ■言等毒

特別支援学級
３
儡
７
男 ●15分以内

●30分以内

●45分以内
ヽ1崎日以内

● 1籍日以上

通学時間を45分以上かかるラインで分けると、支量学級では6%の生性、

支援学校では31%の生徒が、日 4々5分から1時間以上かけて選学している.

5.遍学に「付き添い」の要・不要

付き澄い集計

■必要です

春不要です

■f空白〕

回答した生徒のほぼ半数が「付き添い」を必要としている。特別支援学校の生機

の方が必要とする生徒が多い。しかし、高等議では不要とする生徒の方が多い.

6.主な付書澤い書

母義が多いが、父、祖父母、両親、姉など家族、担当の先生、スクールバス添乗員

・介助員なども記入されている。

7.医療的ケアの必要な生徒

当
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8避下絞時に利用したことめある 鋼 度・ サービス.|

特 緊 賞援学餞

獲

特別童機零撥

‐錮臓|  ・

■44

4像

督整
■
〓
轟

機
隷
』
縮
銀
〕
機
一
ｏ
■
曖

摯
曇理
理
理
獲
轟

綺

鑢

饉

磯

筆

轟

崎

●

ユ饉
`〕

∫ 〆τ
導F 「

F」√ぽ
√

F卜 ご▼  ,ど

「

″∫

0「餞口喩0デイ0選趣サービス」を輌用している生機
・支崚手●小学生 4υυ騎人中‐■7%・ 支薇 小韓 1曖脚 8人中颯

“・支嬌学餞申学生 16人力露人申‐ヨ.1■  ・   申
" "力

嘔人申‐,M■

“富等部 3刀Vl“人申‐

“

_9%

0351人中25人‐(開."04素量、下較時に『」

“

剛隆等デイ0送迎サービス」を網用している。

9.通学に壼して議つていること

通 学 に れ て 国 つて い ること

節　獅　顧　“　輌・　麺　腱　
。

ユ嵐3

終
経
』
れ
二

難警 40

彗
覆 B

_」 鵬 _̈_

∫

=0月摩
に日わ OJそ 0鮨霧■ 撃ご切 ‐

嚢通導穣嚇わ暴と思轟れ 0も04=鐘 零難み i罐‐.
・ 自鼻義拳幸彎えてtヽ ふ濃鷹響韓た轟機構爾ポなれなもヽ.
・難申露韓覇嘱国踊腱舶餞真ない.
・ スター磨 蒸ポない哺
・颯が鋳 .真難警‐は、豪壼シーや僕10し かなも`.織:瞳勢サービ島ポ彗 尊しヽ.
,ス ターみ′

`翼
憫暉脚摯が:彗い (章でtむ簿〕ι

・スター鳥バス1滲1腱鼈赫一番鷲 くて彗守露1菫れ雪い苺=,簿がヽヽ繁が 2人 もヽて、付き浄い 1人で捜どう鍾もならない織ポ毒轟像′=ス件には彙機ポないため、爾0持は自摯縄準管翻叫彙ませ1障`1かぎるをえない.
`子どもJu議1にまり鋳 雑轟難す 0こ と

'電
鳳鋼L

i佳奉参亀綺韓.率 tヽ繊壼●スタールメ凛饉森彗て、 1磯颯颯:韓警機仁彗 くように していう。
4母義辱

―

亭慮韓簾せているが
'′

ギニッタや曇れ 0こ とがお60で理機が量奪 tヽ.轟1学機露薇が機
しいが.獄:議するサービAがなもヽ。僣魔 書壼サー ビスや劇 鵬夕奮シーで.韓なく1爆‐劇購 に網」閣で書る
サービユがよい。
・ユタールバ轟姜剰1燿|したくとも_鎖爆壽よ くない驚が爾I駿だな鱗鍮曇轟畿ヽ`.機奪鍮譲に議

`.・篠藝奪●で、 1饉1寝毬奪摯ごが鬱静ってし奪 t調職‐がお番金で 1闘‖欄:で寺うか琴嘔難.
・奮典棄:難機農曜磁倉時蘭苅ヽかも。懇翼儀奪織線闘機難餞な機L
`奪摩が瓢:義査織 .争奪 している (́ユ鐘畿義:な tヽ .

■
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ヤ (    .I

・颯が選えに付けない場合も機りでは簾れない。
・歳■●デイでお迎えを頼みたいが、季崚が較日外のため麟られている.
・菫学の■■治いの自い犬が機ごしだが■いかけ森るのが怖い。
・亀口螢校を嫌が0.
・轟椰m遺 くに少なく、今後の不書が大きい。
・スタールバスの選選範囲を広げて饉じtヽ.薇凛な彎合.′くス停への時間を10分でも早く。

11.●Jい
"●

について0自由鶴●●●棗 reえ●会1で、屁●サベ0と●ったIE■など.

0日田じを菫る時、■にタイヤが快まつたり.0いつ:,ないと餞■を

“

えれない.■拿楽るかもとこっ
て、傘早く菫ろうと思うと、会計にスムーズに■かない。フラットは無理でも、どうにかならない
,と思う?・・・これはなんとかしないと!
●小学生0口は保

=■
付さ澤いがあ雲です。中摯からは自力量崚が諄可されているので、■ヨしない

といけないのですが、慣れるまで負担です。自家用で送っていくことも考えてしヽます0で、■体ロ
不良0ときに綱用できる漱腱サービスザできたらよいなと忠います。
い 0ため、■棄4決

…

を使えるようになれると8ってい礼 そのため、日常的にバス
■月0●口を行いたいよ ′|ス●●■1臓 本人と付

=,議
い人の軍賃など凛自のlU目にな0日輌

J多いように患う。●●支晨も視野には入れていう″、ま自でも日常的・■慣的に行わないとお用
方法以外にも■破目遭・卜,ブル●や。マナーなど■につかないと●う。
・・・0)と か●への対応つために●●支a3■の朝日ができる市町おもある。

"″
宇崚,で議迎している象■に対し、●‖燿壼チケットを口市するとよい.年に増 でもあり″
たい。 ■ の体日不良や繋3,用

`●
■.当日(■■■しても学校まで選理対応してもらえる,―イ

スJあ 0とよし、 タタンーで0だおでもよい」、日rい■■に償れてい●付浄いが口‖
'す`.●)・ ■日量紋を■が●. ・■″ヨ田Eする事0■手■●■ら資 ■学しているよ 子どもが′|=ッタになっ

たり●れたりするので菫
=が
痣ない。 1週学に■行して■しいが、餞当するサービスがなし、 ・■11■

●サービスや介lEタ クシーではなく、籠常的に利用できるサービスがよい。 ・スクールバスを■月した
くても、日性のよくない方 (大声を出す方など)が、日じだと積■彙れず●が選り壼えをする。
・・・これらの■■から、儡臓対応でE学を支目す0社会■■00要性を感じました。
●軽

"J者
しくて学費支払いが2,3カ月まとめて払うことJある。

●いス停まで嬌 近くて5キロ撃れている。シングルマザーつら、体口を麟した臓も′
`ス
停まではあず遺ら

なくて量いけないな 鋼に移働サービス的なものが使えたら、とても助かる.
●・スタールバスが使用できな 、ヽ・スタールバス●パス停が多ない。・スクールバス書体びない。
・スタールバス彙車が可能な韓がいですJ遷村ルートや長車定■J麟員などで利用できな 、ヽ
・[:1曇ケア見でもスクール′マスに最れるといい.
‐ ●支口学校にいますが、今畿麟臓するとして自[車に螢れないため移動が限られており公共釧 ■暉
0■■|していない0崚では家麟0選遺J●a.も しくは,いていける電所での●■洗を憚さなければな
らず、今●どうしたら■いのか饉んでいます。また、R餞もIDいているため朝夕の■遭はEしい槙■で
す。公贅交出 が●しいのであればコミュニティ′くスなどが増えたり、送迎支饉などのサービスがあ
るととても助かりま,.

:ヽヽ今回のア ンケー トか ら、

・岐阜市近辺の障がい児者の通学は、その半数近 くが母 1議
(家族 )の負担による、自家用車通学という形が多い。
・小学校から高校 まで ■2年間の通学を考えると大変な負
担です。
・せめて、親御さんが捧爾不良であつたり、仕事との兼ね
合いで、子どもが学被を体むことのないよう、制度とし
ての 「移動支援サービス」の柔軟な活用ができないもの
かと思われます。

豪 崚阜市による「移動支援事彙」では,菫撃等の通年または長期にわたる機構的な
外出は、日刺、支援の対象とならないとしています。

※ 全■的には、保饉者の疾瘤時、通学ルートを■える■練、保護者の載労等で、通

学に移働支援事業を目める市町村の事例があります。

イ
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め
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こ
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か
け
春
し
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圭
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「
ヘ
ル
バ
ー
と
外

出

し
た
い
、
Ｌ
「
ｏ

キ
ャ
ツ
チ
ヤ

ー
が
し
た
い
。
」
コ
ロ
ナ
が
少

し
収

ま
り

、
念

願

叶

っ
て
十

二
月

、
始

め
て
ヘ
ル
バ
ー
と
マ
ー
サ
の

ｃ
「
０
キ
ャ
ツ
チ
ヤ
ー
ス
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「
呪

衛

廻
戦

の
糧

い
ぐ
る
み
を

取

っ
た
。
糧

い

ぐ
る
み
は
部

屋

の
寝

床

に
置

い
て
あ
る
。
二
時

間

位

い
て
ま
だ
時

間

が
あ
っ
た

の
で
本

屋

さ
ん
に
行

っ
て
色

々
見

た
。
」

「
六

月

に
は
、
ビ
ー

・
カ
ン
の
友

達

の
海

大

君
と
サ
ッ
カ
ー
に
行

き
ま

し
た
。
初

め
て
サ
ッ
カ
ー
を
見

て
楽

し
か
っ
た
。
昼

ご
飯

は
海

太

君

の

知

っ
て
い
る
韓

井

の
お
店

に
行

っ
た
。
」

海

太

君

は
電

動

車

い
す

で
ヘ
ル
バ
ー
と
の
外

出

を
繰

り
返

し
て
い
て
、

外

出

に
も
慣

れ
、
車

い
す

の
操

作

も
と
て
も
う
ま
く
な
り
、
最

近

は

一

人

で
コ
ン
ピ
ニ
に
買

い
物

に
出

か
け
た
り
し
ま
す
。

「
友

連

と

一
緒

に
行

く
の
も
楽

し
か
っ
た
。
」
と
の
事

で
す
。

「
八
月

は
サ
ッ
カ
ー

の
ナ
イ
ト
ゲ
ー
ム
．
韓

井

を
食

べ
て
行

く
。

海

太

君

が
チ
ケ
ッ
ト
を
取

っ
て
＜
れ

て
見

や
す
か
っ
た
。
コ
ー

ラ
も
買

っ

た
。

と
こ
ろ
が
観

戦

の
途

中

で
雷

が
鳴

っ
て
、
試

合

は

二

十

分

位

で
終

わ

っ
て
し
ま
っ
た
。
楽

し
か
っ
た
。
け
ど
、
残

念

‥

。
」

「
次

は
、
マ
ー
サ
の
ポ
ー
リ
ン
グ
に
行

き
た
い
で
す
．

十

月

か
十

一
月

に
は
サ
ツ
カ
ー
に
行

こ
う
か
っ
て
、
海

太

君

と
話

し

て
い
る

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫

・ｍ

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
丘
東

自
川

間

で
し
っ
か
り
と
収

穫

出

来

ま
し
た
。

今

年

の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
は

、
粒

が
大

き

く

育

っ
て
い
ま

し
た
。
農

国

の
方

が
考

え
る

に

は
、
昨

年

の
冬

に
強

剪

定

を

行

い
、
春

か
ら

樹

に
勢

い
が
戻

り

生

育

が
よ
く

大

き
な

実

“

，
‘

九

月

二

日

に
、
大

型

台

風

の
影

響

で
雨

が
降

る

中

、
時

よ
り
晴

れ
る
障

間

を

爾

雲

レ
ー
ダ
ー

で
確

認

し
な
が
ら
収

穫

に
向

か
い
ま
し

た
。
　
東

白

川

に
向

か
っ
て
い
る
途

中

で
、
プ

ル
ー
ペ
リ
ー

の
丘

東

白

川

か
ら
メ
ー

ル
が
あ

っ
た
こ
と
を
知

ら
ず

に
向

か
っ
て
い
た
ら
心

配

さ

れ
た
農

国

の
方

か

ら
電

話

が

入

り
、
話

し
て
い
る
と
ど
う
や
ら
東

白

川

は
局

地

的

に
大

雨

だ
っ
た
よ
う

で
す
。
向

か
っ
て
し
ま
っ
た
も

の
は

仕

方

な
い
と
濡

れ
な
が
ら
収

程

し
ま
す
か
と
向

か
う

と
現

地

は
し
っ

か
り
と
降

っ
て
い
ま
し
た
が
、
雨
〓

レ
ー
ダ
ー
通

り
雨

〓

の
障

間

の
時

[ FF覆
ロ
■

:"ぼ
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を
た
わ
わ
に
つ
け
て
い
ま
し
た
。

今

年
は
、
雨
の
障
間

を
狙

っ
て
の
収

穫

で
時

間

は
短

か
つ
た

で
す

が
昨

年

と
収

穫

■

と
し
て
は
同
じ
く
ら
い
の
２
０
に
あ

り
ま
し
た
。

美
味

し
い
ジ
ャ
ム
作

る
ぞ

！

！

黒
野
自
治
会
連
合
会
か
ら
の
敬
老
会
記
念
品
依
頼

今

年
、
黒
野

自

治

会

連

合

会

が
執

り
行
う
敬

老

会

が

感

染

拡

大

に
伴

い
“

念

品

を

配
布

す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
記
念

品

の
装

詰

め
作
集

の
依

頼

が
黒

野

自

治

会

連

合

会

よ
り
あ

り
ま
し
た
。
初

め
て
、
地

域

か
ら
の
作

彙

依

頼

が
嬉

し
か
つ
た
で
す
。
嬉

し
か
っ
た
の
で
、
み
ん

な

テ
ン
シ
ョ
ン
が
上

が
り
袋

詰

め
作

集

が
１
０
０
０
個

を
超

え
る
大

量

で
し
た
が
み
ん
な

の
気

合

が

十

三

分

に
乗

つ
て
し

ま

い
、
ほ
ぼ

午

前

中

で
終

わ

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
午

後

か
ら

の

仕

事

は
皆

さ

ん
く
た
び

れ

て
し
ま

い
少

し
ベ
ー

ス

を

落

と
し
て
の
仕

事

と
な
つ
て
し
ま
し
ま
し
た
。

販
売
会
の
お
知
ら
せ

毎

年

十

月

に
開

催

予
定

だ
っ
た
「
ビ
ー

・
カ
ン
パ
ニ
ー
地

域

交

流

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
コ
ロ
ナ
感

染

の
最

大

級

の
拡

大

に
、
今

年

も
中

止

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
感

染

へ
対

策

を
重

視

し
な
け
れ
ば
と
考

え

ま
す
。
地

域

に
馴

染

ん
で
き
た
の
に
残

念

で
す
が
‥

。
。

今

年

は
、
ま
つ
り
を
中

止

と
し
ま
し
た
が
十

一
月

に
感

染

対

策

を

取

り
な
が
ら
販

売

会

と
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
基

本

は
指

定

用

紙

で
の
期

日
ま

で
の
ご
注

文

と
な
り
当

日

の
お
ま

し
と
な
り
ま
す
。

開

催

日

時

令

和

■
年

二

月

“
０
日

（
土

）
〓

時

～

３

時

場

所

ピ
ー

・
カ
ン
パ
ニ
ー
駐

車

場

（
崚

阜

市

古
市

場

だ
上

）

出

日
販
売

昌

●
　
自

然

食

品

、
わ
っ
ば
ん

●
　
キ
ヤ
ン
ド
ル
教

室

●
　
キ
ツ
シ
ュ
■
ク
ラ
ン
ブ
ル
タ
ル
ト

●
　
焼

き
い
も
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